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川口市人々のつながりに関するアンケート調査報告書【概要版】 

Ⅰ 調査の概要 

調査対象 令和７年９月１日時点で川口市在住の 15 歳以上 64 歳以下の市民を無作為抽出 

調査期間 令和７年 10 月８日～10 月 27 日 

調査方法 郵送による配布、回収（インターネットによる回答を併用） 

回収状況 配布数：4,000 件 回収数：1,597 件 回収率：39.9％ 

 

Ⅱ 調査結果の概要（つながりの状況） 

１ 孤独の状況 

孤独という主観的な感情をより的確に把握するため、本調査では、以下の設問それぞれへの回答につ

いてスコア化し、その合計スコアについて、便宜的に「10～12 点」（常にある）、「７～９点」（時々あ

る）、「４～６点」（ほとんどない）、「３点」（決してない）の４区分に整理しました。 

 

問 12 あなたは、自分には人とのつきあいがないと感じることがありますか。（○は１つ） 

問 13 あなたは、自分は他の人たちから孤立していると感じることがありますか。（○は１つ） 

問 14 あなたは、自分は取り残されていると感じることがありますか。（○は１つ） 

 

１．決してない(１点) ２．ほとんどない(２点) ３．時々ある(３点) ４．常にある(４点) 

 

 

 

 

 

 

 

２ ひきこもりの状況 

ひきこもり状態ではないものの、ひきこもることに肯定的・友好的な態度を示したり、その傾向（親

和性）を持つ感情をより的確に把握するため、以下設問の４項目すべて「はい」又は１項目のみ「どち

らかといえばはい」と回答した方はひきこもり親和群、該当しない方は一般群として整理しました。 

 
問 20 次にあげられたことについて、あなた自身に当てはまる数字に〇をつけてください。 

①家や自室に閉じこもっていて外に出ない人たちの気持ちがわかる ②自分も、家や自室に閉じこもりたいと思うことがある 

③嫌な出来事があると、外に出たくなくなる ④理由があるなら家や自室に閉じこもるのも仕方がないと思う 

 

１．はい  ２．どちらかといえばはい  ３．どちらかといえばいいえ ４．いいえ 

 

 

 

  

回答者数 =

本調査 1,597

内閣府調査 10,871
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ひきこもり親和群 一般群 無回答

回答者数 =

　 1,597 11.0 88.2 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～12点（常にある） ７～９点（時々ある） ４～６点（ほとんどない）

３点（決してない） 無回答

ひきこもり親和群について、

外出頻度では「週５日以上」

の割合が 65.7％、 

悩みの有無では「ある」 

の割合が 79.4％、 

社会参加の状況では「特に 

参加はしていない」の割合が 

65.7％と高くなっています。 
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Ⅲ 調査結果 

問７ あなたは日頃どの程度、外出していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問８ あなたと同居していない家族や友人たちとのコミュニケーション頻度について、①～③

ごとにそれぞれお答えください。（①～③について、それぞれ○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたに不安や悩みが生じた場合、相談相手はいますか。 

（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは現在、どのような活動に参加をしていますか。人と交流する活動についてお

答えください。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

週５日以上 週３～４日程度 週１～２日程度 週１日未満 外出しない 無回答

回答者数 =

　 1,597 80.3 11.3
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週４～５回以上 週２～３回程度 週１回程度

２週間に１回程度 月１回程度 月１回未満

全くない 無回答

回答者数 = 1,597

① 直接会って話す

② 電話（ビデオ通話含む）

③ ＳＮＳや電子メールなど
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回答者数 = 1,597 ％

ＰＴＡ・自治会・町内会などの活動

子ども・障害者・高齢者など、家族以外の人の手
助けをする活動

上記以外のボランティア活動

スポーツ・趣味・娯楽・教養・自己啓発などの活
動（部活動等含む）
その他の活動（同窓会活動・宗教や信仰上の活動
など）

特に参加はしていない

無回答
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いる いない 無回答

回答者数 =

　 1,597 88.0 11.4 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「週５日以上」の割合が 

80.3％と高くなっています。 

「いる」の割合が 

88.0％と高くなっています。 

『①直接会って話す』で「月１回

程度」が、『③ＳＮＳや電子メール

など』で「週４～５回以上」が、

高くなっています。 

「スポーツ・趣味・娯楽・教養・

自己啓発などの活動（部活動等

含む）」の割合が最も高くなって

います。 

「いない」と回答した人に 

ついて、年齢では、「50 代」

が 28.6％と最も高く、次い

で「40 代」が 26.4％。 

世帯構成では「一人暮らし」

が 38.5％と最も高く、「配偶

者・パートナー」が 29.7％、

「父母」が 26.4。 
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問 19 あなたは現在、日常生活において不安や悩みを感じていることはありますか（既に相

談機関等に繋がっている場合も含む）。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 19－１ 不安や悩みはどのような内容ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 あなたのご家庭で仕事や学校に行かず、家族以外の人との交流をほとんどしない人は

いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは、行政機関やＮＰＯ等の民間団体から支援（対価を直接支払うものを除く。）

を受けていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

いる いない 無回答

回答者数 =

　 1,597 5.6 93.5 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない わからない 無回答

回答者数 =

　 1,597 6.6 82.1 11.0 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

回答者数 =

　 1,597 61.1 38.6 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 976 ％

自分の健康

家族の健康、介護

住まい

進学・就職・転職など、進路やキャリア上の問題

結婚、子育てなど、生活上の問題

収入や資産、老後の生活設計

家族・親族間の人間関係

近隣・地域との関係

学校や勤務先での人間関係

事業や家業の経営上の問題

金銭トラブル

自然災害や事故、事件などの被害

恋愛・性関係

その他

無回答

48.0

37.2

21.0

38.1

24.7

58.5

15.3

6.5

18.3

2.9

4.4

7.6

9.0

3.9

0.2

0 20 40 60 80 100

「いない」の割合が 

93.5％と高くなっています。 

「受けていない」の割合が

82.1％と高くなっています。 

「ある」の割合が 

61.1％と高くなっています。 

「収入や資産、老後の生活設計」

の割合が最も高く、次いで「自分

の健康」、「進学・就職・転職など、

進路やキャリア上の問題」が高く

なっています。 
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問 22で「２．受けていない」と答えた方 

問 22－３ その理由をお答えください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 社会的孤立やひきこもりが社会問題となっていますが、地域として、これらの問題に

対してどのようなことが必要だと考えますか。（○は主なもの３つまで） 
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回答者数 = 1,311 ％

支援が必要ではないため

支援が必要だが、我慢できる程度であるため

どのような支援があるのか知らないため

支援の受け方がわからないため

支援を受けるための手続が面倒であるため

支援を受けるのが恥ずかしいと感じるため

支援を受けると相手に負担をかけるため

支援を申し込んだが断られたため

支援を受けても状況は変わらないと思うため

有料の支援やサービスを受けているため

その他

無回答
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回答者数 = 1,597 ％

誰もが立ち寄れる居場所づくり

地域でのあいさつや声かけ

相談機関等の情報提供

本人やその家族からの話をきく機会の提供

日ごろからの見守り

状態が深刻化する前に、行政や民生委員・児童委
員につながる仕組みづくり

地域住民が理解を深めるための講演会や講座等

地域で何かできるとは思えない

その他

無回答
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「支援が必要ではないため」の割合が最

も高く、次いで「どのような支援がある

のか知らないため」、「支援の受け方がわ

からないため」が高くなっています。 

「誰もが立ち寄れる居場所づくり」の割合

が最も高く、次いで「状態が深刻化する前

に、行政や民生委員・児童委員につながる

仕組みづくり」、「本人やその家族からの話

をきく機会の提供」が高くなっています。 


